
アルビレックス・レーシング・チーム 

PRESS RELEASE 

 

CAR No.34                2015/5/25              CAR No.35 

スーパーFJ 東北シリーズ 第 2 戦 

中村 凌                                                 小松 俊太 

アルビモーターフリーク ED                    アルビビヨンド GIAED 

CAR No.36                                  CAR No.37 

 

長谷川 綾哉                                加藤 泰賀 

アルビ新潟第一ホテル玉三郎 ED             アルビメークウィナーミネテック ED 

 

5月 23日（日） 予選・決勝    

スポーツランド菅生 １LAP＝3.704km    

予選結果：加藤選手 2 位  長谷川選手 3 位    小松選手 4 位    中村選手 5 位   

決勝結果：長谷川選手優勝 加藤選手 2 位表彰台  小松選手 3 位表彰台 中村選手 4 位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は暫定表彰のため、2 位が小松選手、3 位が中村選手となっています。 



■5 月 23 日（日） 11 時 30 分予選スタート 

天候：晴れ  コース：ドライ  気温：32℃ 路温：53℃ 

 

 第 1 戦優勝の加藤選手、リベンジを目指す長谷川選手・豊島選手を中心としたトップ争

いになる。中盤は長谷川選手がリードして迎えた残り約 2 分、トップの長谷川選手のタイ

ムを豊島選手が逆転。さらに、最後のアタックで 3 番手タイムだった加藤選手も長谷川選

手のタイムを上回るが、豊島選手のタイムは超えられず 2 番手に。長谷川選手も最後のア

タックで自身のタイムを更新するも、予選 3 位となった。小松選手が 4 番手に続き、前回

のレースウィークより大幅にタイムを上げてきた中村選手が 5 番手となった。 

 

 

■5 月 23 日（日） 17 時 17 分決勝スタート 

天候：晴れ  コース：ドライ  気温：29℃ 路温：42℃ 

  

 2 番グリッドの加藤選手が好スタートを決め、1 コーナー進入までにトップに浮上。直

後にポールの豊島選手が続き、やや離れて長谷川選手というオーダーとなる。 

 2 周目ホームストレートでスリップストリームについた 2 番手の豊島選手が 1 コーナー

進入でアウトから仕掛けると、加藤選手の左リヤタイヤと豊島選手の右フロントタイヤが

接触。豊島選手は 1 コーナーを減速しないまま直進しコースオフ、リタイヤとなり、接触

の隙をぬって長谷川選手がトップに浮上。加藤選手は 2 番手に後退する。 

レースはそのまま長谷川選手が 17 秒の差をつけ自身初優勝。加藤選手、小松選手、中

村選手の順でチェッカーを受け、アルビレックス・レーシング・チームの表彰台独占とな

った。 

 レース後、加藤選手が審議の対象となったため、小松選手、中村選手が繰り上がって暫

定表彰式が行われたが、加藤選手は訓戒のペナルティを受けたがレース結果に変動はなく、

チェッカーを受けた順通りに加藤選手 2 位、小松選手 3 位、中村選手 4 位が正式結果とな

った。 

 

 

○中村選手コメント 

 今回のレースウィークは前よりも落ち着いて過ごすことができました。次は実力で表彰

台に立ちたいです。 

 

○小松選手コメント 

 初めて表彰台に立ててうれしいです。チームの皆さん、サポートしてくれた皆さんあり

がとうございました。この波に乗って次も表彰台に立てるよう頑張ります。 

 



○長谷川選手コメント 

 今回は運もあり優勝することができてうれしいです。チームの皆さんにはフリー走行で

クラッシュしたマシンを徹夜で修復して頂き、ウィークを通して非常にお世話になりまし

た。ありがとうございました。次は実力で真ん中に立てるよう頑張ります。 

 

 

○加藤選手コメント 

 負けは負けですが、ポイントを取れてよかったです。次はペナルティを受けないよう気

を付けて勝ちに行きます。 

 

 

○中村監督コメント 

 中村選手は 1 つ 1 つのことを理論的に組み立てることが必要になってくるので、これか

らも練習・レースどちらも頑張ってほしいです。小松選手に関しては一発の速さが出せる

ようになってきました。精神的にも安定しているのでコンスタントに表彰台に立てるよう

に期待しています。加藤選手は予選 1 位を取る速さは確実にあるのですが、フィジカルの

面で多少不安があります。基礎体力トレーニング含めさらに努力してほしいところです。

長谷川選手は若さのせいか猪突猛進的なところがあり、これからはメンタル的に成長すれ

ば確実にトップタイムを出し続けることができると思います。 

 全員に今後とも期待しています。今後とも応援の程宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Zip Auto ・KAISHIN  AUTO ・榎本自動車整備工場 ・山田モーター 

・東栄ボディー ・Car Factory雅美 ・堀モータース・みがき屋エンマ  

・Power Station ･カイツ自動車 ・トップオート ・エムズ ・関根車体 


